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一 般 相 談

家庭生活上の悩みごとや、いろ
いろな手続きなどについて相談に
応じます。なお、電話でも結構です。
相談日は、土・日曜祝日を除く

毎日。午前9時～午後4時
区役所1 階相談室

寒さに向かって健康チェック

元気 で冬 を 迎えよう

人
は
そ
れ
ぞ
れ
顔
が
違
う
よ
う
に
、
健
康
状
態
も
違
い
ま
す
。

自
分
の
健
康
に
気
を
つ
け
る
か
ど
う
か
も
、
そ
の
人
の
健
康
度

に
よ
っ
て
か
な
り
違
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
寒
い
冬
に
向
っ

て
も
う
一
度
、
自
分
の
体
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
よ
う
。

運
動
・
栄
養
・
休
養
は

健
康
づ
く
り
の
三
本
柱

い
ま
わ
た
し
た
ち
の
社
会
は
、文

明
の
恩
恵
を
受
け
、
生
活
は
便
利
に

し
か
も
快
適
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、こ
の
文
明
生
活
そ
の
も

の
に
、私
た
ち
の
健
康
を
損
な
う
原

因
が
濳
ん
で
い
る
こ
と
に
留
意
し

た
い
と
思
い
ま
す
。日
常
生
活
の
中

で
、運
動
不
足
や
適
切
で
な
い
栄
養

の
取
り
方
、
そ
れ
に
十
分
で
な
い
休

養
な
ど
が
健
康
を
阻
害
す
る
主
な
原

因
で
す
。

特
に
寒
い
季
節
に
な
る
に
し
た
が

っ
て
、
体
を
動
か
す
の
が
お
っ
く
う

に
な
っ
た
り
、
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
て
、
飲
酒
な
ど
に
よ
り
、
不
規

則
な
生
活
に
な
り
が
ち
で
す
。

ま
た
、暖
房
し
た
部
屋
で
過
ご
す

時
か
多
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ

と
は
、
冬
を
健
康
で
過
ご
す
た
め
に

は
、
十
分
注
意
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
全
身

運
動
・
薄
着
・
皮
膚
の
鍛
練
な
ど
を

し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

そ
れ
で
は
身
の
回
り
の
生
活
状
況

を
チ
エ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
I
つ
。

◎
規
則
的
な
生
活
リ
ズ
ム
は
で
き
て

い
ま
す
か

◎
睡
眠
は
十
分
で
す
か

健
康
な
生
活
を
過
ご
す
に
は
、

普
通
で
(
時
間
位
の
睡
眠
は
必
要

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
栄
養
的
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
を
し
て
い
ま
す
か

外
食
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
だ

け
で
は
栄
養
が
か
た
よ
り
ま
す
。

◎
適
度
の
運
動
を
し
て
い
ま
す
か

一
日
に
五
～
十
分
閧
で
よ
い
か

ら
柔
軟
体
操
な
ど
を
規
則
的
に
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
厚
着
を
し
て
い
ま
せ
ん
か

暖
房
設
備
の
普
及
で
、
室
温
は

高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
ま
で

の
習
慣
で
、厚
着
を
し
が
ち
で
す
。

特
に
乳
幼
児
は
よ
く
動
き
ま
す

の
で
、
汗
を
か
き
、
そ
の
汗
が
冷

え
て
、
か
ぜ
を
引
く
原
因
と
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、冬
に
向
っ
て
、元
気

に
過
ご
す
た
め
に
、自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
る
と
い
う
自
寛
と
認
識
を

持
ち
、
検
診
な
ど
は
進
ん
で
受
け
ま

し
ょ
う
。

第
八
回

区
民
健
康
祭

健
康
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な
相

談
や
検
診
、
実
技
を
無
料
で
行
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
の
健
康

を
ぜ
ひ
見
直
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。
お
さ
そ
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ど

う
ぞ
皆
さ
ん
で
ご
參
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十
一
月
二
十
(
日
(
土
)
午

後
一
時
～
四
時

場
所
　
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
(
西
斬

井
駅
東
ロ
ニ
チ
イ
店
四
階
)

相
談
内
容
　
内
科
、
小
児
科
、眼
科
、

耳
鼻
科
、
皮
膚
泌
尿
器
科
、外
科
、

盤
形
外
科
、
婦
人
科
お
よ
び
助
産

婦
、
歯
科
一
般
、
精
神
科
、
鍼
灸

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
柔
遭
接
骨
、
薬
の

相
談

主
催
　
足
立
区
医
療
六
団
体
(
医
師

会
、歯
科
医
師
会
、薬
剤
師
会
、

柔
道
接
骨
師
会
、鍼
灸
マ
ッ
サ
ー

ジ
会
、
助
産
婦
会
)

後
援
　
足
立
区

問
合
せ
先
　
衛
生
部
管
理
課
、
ま
た

は
足
立
区
歯
科
医
師
会
(
　
(
(

一
了

七
三
三
七
)

第
六
回食

事

展

日
時
　
十
一
月
二
十
(
日
(
土
)
・

二
十
九
日
(
日
)
午
前
十
時
～
午

後
四
時

場
所
　
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
(
今
回

は
、
足
立
区
医
療
六
団
体
主
体
の

健
康
象
と
同
時
開
催
)

内
容
　
▼
献
立
実
物
展
示
・・・
職
場
の

給
食
や
保
育
園
・
小
・
中
学
校
の

食
事
等
(
二
十
(
日
)
、
家
庭
の

食
事
や
離
乳
食
・
老
人
食
等
(
二

十
九
日
)
　
▼
映
画
上
映
・・・
「
運

動
不
足
と
成
人
病
」
「
脳
卒
中
を

防
ぐ
食
生
活
」
「
食
品
衛
生
」　

▼
パ
ネ
ル
展
示
・
、ヽ成
人
病
予
防
等

▼
相
談
コ
ー
ナ
ー
…
栄
隻
相
談
、

食
品
衛
生
相
談

主
催
　
足
立
区

協
力
　
集
団
給
食
研
究
会
、
栄
養
叡

室
終
了
生
の
会

※
な
お
、
み
そ
汁
な
ど
の
汁
物
を
持

参
さ
れ
た
方
に
は
、
無
料
で
塩
分
測

定
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
千
住
保
健
所
栄
養
指
導

担
当
　
　
(
(
(
-

四
二
七
七

こんな献立もあり

ますよ( 食事展)

精神衛生相談

( 毎月第一木曜日)

日
時
　
十
二
月
三
日
(
木
)
午
後

―時
三
十
分
～
二
時
三
十
分

場
所
　
江
北
保
健
相
駁
所

担
当
　
専
門
医
(
費
用
無
料
)

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
江
北
保
健
相

談
所
　
　
(
九
六
-
四
〇
〇
四

公害病でお悩みの方へ

申請手続はお早めに

足
立
区
は
、公
害
健
康
破
害
補

僕
法
に
基
づ
き
、環
境
庁
よ
り
大

気
汚
染
地
域
と
し
て
、指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

地
域
指
定
さ
れ
て
五
年
余
り
に

な
り
ま
す
が
、
呼
吸
器
系
疾
患
に

か
か
っ
て
い
る
方
は
な
お
増
加
の

傾
向
に
あ
り
、
現
在
区
内
で
は
四

千
百
名
の
方
々
が
、
公
害
病
患
者

と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
公
害
健
康
被
害
補
償
制
度
」

と
は
、
大
気
汚
染
等
の
公
害
に
よ

る
健
康
被
害
者
と
、
そ
の
家
族
の

方
々
の
経
済
的
・
肉
体
的
被
害
を

補
償
し
、
公
正
な
保
護
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
に
よ
り
、
思
者
が
公

害
病
と
し
て
認
定
さ
れ
る
と
「
公

害
医
療
手
帳
」
が
交
付
さ
れ
、
そ

の
医
療
費
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
ほ
か
に
も
種
々
の
給

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

公
害
病
の
認
定
申
請
が
で
き
る

方
は
、
次
の
方
々
で
す
。

病
名
　
▼
慢
性
気
管
支
炎
　
▼
気

管
支
ぜ
ん
息
　
▼
ぜ
ん
息
性
気

管
支
炎
　
▼
肺
気
し
ゅ
と
こ
れ

ら
の
続
発
症

居
住
要
件
　
申
睛
時
に
一
定
期
間

区
内
に
居
住
し
て
い
る
方
お
よ

ぴ
区
内
に
通
勤
・
通
学
(
一
日
(

時
間
以
上
)
し
て
い
る
方

認
定
手
続
に
必
要
な
も
の
　
▼
医

師
の
診
断
書
と
そ
の
領
収
書
　

▼
住
民
票
(
出
張
所
窓
日
で
畛

断
書
を
提
示
す
る
と
無
料
で
交

付
さ
れ
ま
す
)
　

▼
健
康
保
険

証
　
▼
本
人
名
義
の
預
金
通
帳
(

患
者
が
十
五
歳
未
満
の
場
合

は
保
護
者
名
義
の
通
帳
)

▼
印
か
ん

問
合
せ
先
　
公
害
病
補
僕
認
定
係

葦立ち
過
日
の
台
風

二
十
四
号
は
、

当
区
に
も
、
災

害
救
助
破
が
適

用
さ
れ
る
ほ
ど

の
被
害
を
も
た

ら
し

ま
し
た

か
、被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
心
か

ら
お
見
舞
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、一
日
も
早
い
ご
回
復
を
願
っ

て

い
ま

す

。

こ
の
台
風
は
、夜
の
九
時
か
ら

十

一

時
に

か
け

て

八
十
五

ミ

リ

と

い

う
未

棘

有
の

雨

を
降

ら
せ

、
そ

れ

か

被
害

を
大

き

く
し

ま
し

た

。

ま

た

、
当
区

の
下

水

道

が

、
ま

だ
二

十
四
(
-

セ
ン
ト

し

か
普
及

し

て

い

な
い
の

も

そ
の

一

因
と

な

り

ま

し
た

。

私
は
、当
面
の
区
政
の
重
点
施

策
の
一
つ
と
し
て
、
下
水
道
整
備

を
考
え
、葛
飾
、江
戸
川
両
区
と
力

を
合
せ
、
下
水
道
事
業
促
進
連
盟

を
結
成
し
て
、
国
、
都
に
対
し
て

強
力
に
動
ら
き
か
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、枝
線
工
事
な
ど
、当
区
で

翌

可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
積

極
的
に
協
力
し
て
お
り
、
一
日
も

早
く
下
水
道
の
襲
備
を
行
い
、
水

の
災
害
を
無
く
す
る
と
と
も
に
、

き
れ
い
な
川
を
呼
ぴ
牋
し
た
い
と

努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
来
年
の
区
制
五
十

周
年
が
近
づ
き
、
種
々
の
記
念
事

業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一

環
と
し
て
、
こ
の
春
七
十
年
ぶ
り

に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
桜
の
柿
木

を
里
帰
り
さ
せ
ま
し
た
が
、
今
、

茨
城
県
結
城
市
の
農
場
で
四
千
五

百
本
程
が
接
木
に
成
功
し
て
育
苗

さ
れ
て
い
ま
す
。

先
日
、私
も
現
地
を
訪
れ
ま
し

た
が
、写
真
の
よ
う
に
大
き
く
育

っ
て
お
り
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
桜

は
区
制
五
十
周
年
で
区
内
の
公
園

等
に
紀
念
植
樹
を
行
い
、
ま
た
、

区
民
の
方
々
に
も
お
分
け
し
て
、

数
年
後
に
は
足
立
区
に
由
緒
あ
る

桜
の
花
や
咲
か
せ
こ
い
と
計
画
し

て
い
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

区
長

古
性
　直

大きくな ったねー

( 農場長と語る区長)

十
二
月
の
献
血

▽
一
日
(
火
)
・・・
竹
の
塚
駅
東
口

▽
三
日
(
木
)
=
・
足
立
車
検
場
(
花

畑
五
丁
目
)

▽
四
日
(
金
)
・
七
日
(
月
)
・・・
北

千
住
駅
西
口

▽
(
日
(
火
)
・・・
区
役
所
第
二
庁
舎

▽
十
日
(
木
)
・・
、イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド

ー
西
新
井
店
(
興
野
一
丁
目
)

▽
十
一
日
<
金
)
・
・
・
竹
の
塚
駅
東
口

▽
十
四
日
(
月
)
・
十
六
日
(
水
)

・
=北
千
住
駅
西
口

▽
十
七
日
(
木
)
・・・
西
新
井
駅
西
口

・
ラ
イ
フ
竹
の
塚
店
(
西
伊
奥

町
)

▽
十
(
日
(
金
)
・
=綾
瀬
駅
西
口

▽
二
十
一
日
(
月
)
・・・
竹
の
塚
駅
東

口
・
北
千
住
駅
西
口

▽
二
十
四
日
(
木
)
・・・
北
千
住
駅
西

口
・
西
新
井
駅
東
口

▽
二
十
六
日
(
土
)
・・・
竹
の
塚
駅
東

口
▽
二
十
(
日
(
月
)
・・・北
千
住
駅
西

口
時
間
　
い
ず
れ
も
、
午
前
十
時
～
午

後
三
時
三
十
分

問
合
せ
先
　
保
健
予
防
係

保
健
所
だ
より

成
人
病
検
診

□
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時
　
毎
週
水
曜
日
　
午
前
九
時

～
十
時

対
象
　
区
内
在
住
の
満
三
十
歳
以

上
の
方

検
重
項
目
　
心
電
図
、
眼
底
、尿
、

血
液
な
ど
約
三
十
項
目
(
胃
・

子
宮
か
ん
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
)

費
用
　
五
千
円

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
保
健
セ
ン
タ

ー
　
　
(

五
五
-
四
一
五
一

□
千
住
保
健
所

日
時
　
毎
週
金
曜
日
　
午
後
一
時

～
一
時
三
十
分
受
付

対
象
　
区
内
在
住
の
満
三
十
歳
以

上
の
方

検
査
内
容
　
成
人
病
予
防
に
開
す

る
睹
検
査

費
用
　
約
五
千
円

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
千
住
保
健
所

予
防
課
　
　
(

八
(
-
四
二
七

匕
就
労
母
親
学
級

日
時
　
十
二
月
五
日
(
土
)
午
後

一
時
～
四
時
三
十
分

場
所
　
千
住
保
健
所
講
堂

対
象
　
働
い
て
い
る
妊
婦
の
方

内
容
　
映
画
、
妊
婦
の
生
理
、
お

産
の
経
過
、妊
娠
中
の
栄
養
、赤

ち
ゃ
ん
の
育
て
方
、
質
疑
応
答

定
員
　
二
十
五
名
(
先
着
順
)

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
期
限
　
十
二
月
三
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
千
住
保
健
所

業
務
係
　
　
(
(
(
-

四
二
七

七
足
立
保
健
所

□
胃
腸
病
予
防
講
習
会

日
時
　
十
二
月
四
日
(
金
)
午
後

一
時
三
十
分
～
三
時
三
十
分

内
容
　
胃
腸
病
予
防
の
食
生
活

定
員
　
四
十
名
(
先
奮
順
)

費
用
　
無
料

持
参
す
る
も
の
　
筆
配
用
具
、
試

食
用
の
小
皿
と
は
し

申
込
方
法
　
電
話
予
約

□
ふ
と
ら
な
い
食
事
法

日
時
　
十
一
月
二
十
五
日
(
水
)
午

後
一
時
三
十
分
圭
二
時
三
十
分

内
容
　
▼
楽
し
く
食
べ
て
ふ
と
ら

な
い
食
事
の
と
り
方
　
▼
調
理

実
演
と
試
良

定
員
　
四
十
名
(
先
着
順
)

費
用
　
無
料

持
参
す
る
も
の
　
筆
記
用
具
、
賦

食
用
の
小
皿
と
は
し

申
込
方
法
　
電
括
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
い
ず
れ
も
、

足
立
保
健
所
栄
養
指
導
担
当
　

(
五
五
-
四
一
五
一

胃
の
無
料
検
診

検
診
日
・
場
所
・
定
員
　
▼
十
二

月
十
四
日
・
・
都
立
が
ん
検
診
セ

ン
タ
ー
(
二
十
一
名
)
　

▼
昭

和
五
十
七
年
一
月
二
十
(
日
・・・

都
立
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
(
四

十
二
名
)
　

▼
二
月
九
日
・
=千

住
保
健
所
(
四
十
五
名
)

▼
二
月
十
六
日
…
都
立
が
ん
検

診
セ
ン
タ
ー
(
四
十
二
名
)
　

▼
二
月
十
九
日
・・・
都
立
か
ん
検

診
セ
ン
タ
ー
(
二
十
一
名
)

対
象
　
満
三
十
五
歳
以
上
の
区
民
(

過
去
一
年
以
内
に
検
診
を
受

け
て
い
な
い
方
)

費
用
　
無
料

検
診
で
き
な
い
方
　
胃
の
手
術
を

し
た
り
、
胃
病
で
冶
家
中
の
方

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
、
胃

検
診
希
望
、
希
望
検
診
日
、
希

望
検
診
場
所
、住
所
、氏
名
(
ふ

り
か
な
)
、土
年
月
日
、
性
別
、

電
話
番
号
、年
齢
を
明
記
し
て
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
(
一
人

一
枚
に
限
り
ま
す
)

申
込
期
限
　
十
一
月
二
十
五
日

※
な
お
、申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
遇
と
な
り
、
ま
た
、
希
望
以

外
の
日
や
場
所
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
千
住
保
健
所

業
務
係
(
苧
旧
千
住
仲
町
二
四

一
二
　
　
(
(

八
-
四

二
七

七
)

検
診
・
受
講
は
お
早
め
に
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台
風
2
4号
被
災
お
見
舞
申
し
あ
げ
ま
す

床
上
浸
水
(同
等
以
上
)世
帯
に

各
種
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す

り
災
証
明
書
を

発
行
し
ま
す

現
実
に
居
往
の
た
め
に
使
用

し
て
い
る
建
物
に
、
床
上
・
床

下
浸
水
等
の
被
害
が
あ
っ
た
方

に
対
し
て
、
出
珊
所
で
「
り
災

証
明
書
」
を
発
行
し
ま
す
。

ま
た
、住
家
以
外
の
建
物
(倉

庫
等
)
で
、
浸
水
の
た
め
に
偏

品
等
に
被
害
を
受
け
、
後
日
、

税
の
雑
撫
控
除
等
に
必
要
な
場

合
も
、
申
し
出
が
あ
れ
ば
証
明

書
を
発
行
し
ま
す
。

な
お
、手
数
料
は
無
料
で
す
。

こ
の
た
び
の
台
風
二
十
四
号
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
区
民
の
方
々
に

は
、心
か
ら
お
見
舞
を
申
し
あ
げ
ま
す
。区
と
し
て
も
、被
害
施
設
の

復
旧
お
よ
び
被
災
者
の
救
援
に
つ
い
て
、災
害
救
助
法
の
適
用
を
受
け
、

被
災
世
帯
等
に
対
す
る
救
援
擂
置
を
次
に
よ
り
決
定
し
、既
に
一
部
災

害
見
舞
金
品
の
支
給
を
行
い
ま
し
た
。
該
当
す
る
方
で
支
給
も
れ
が
あ

る
場
合
は
、
最
寄
り
の
出
張
所
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

災
害
見
舞
金
等

対
象
は
居
住
し
て
い
る
家
屋
の
床

上
浸
水
世
帯
に
限
り
配
布
し
ま
す
。

□
災
害
見
舞
金

▽
一
世
帯
　
五
千
円

□
特
別
災
害
見
舞
品

▽
毛
布
　
一
人
一
枚

▽
ポ
ッ
卜
　
一
世
帯
一
本

▽
石
け
ん
　
一
世
帯
一
箱
(
十
個
入
)

▽
塩
…
一
世
帯
一
キ
ロ
グ
ラ
ム

▽
た
ば
こ
・
:一
世
帯
一
箱

▽
は
が
き
お
よ
ひ
書
簡
:
こ

世
帯
(

ガ
キ
五
枚
、
書
簡
一
枚

く
わ
し
く
は
、
い
ず
れ
も
地
域
振

興
課
振
興
係
へ
。

税

等

の
減

免

□
区
・
都
民
税

昭
和
五
十
六
年
度
分
に
つ
い
て
、

税
の
減
免
、
猶
予
が
行
わ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

対
象
　
前
年
の
所
得
が
四
百
万
円
以

下
の
方
お
よ
ぴ
、
全
資
産
の
三
割

以
上
の
被
害
者
に
限
り
ま
す

申
請
の
際
必
要
な
も
の
　
出
張
所
発

行
の
り
災
証
明
書
(
提
示
)
、
納

税
通
知
書
、
印
か
ん

申
請
受
付
期
限
　
昭
和
五
十
七
年
二

月
―
日

く
わ
し
く
は
、
第
一
・
第
二
課
税

係
、
ま
た
は
第
一
・
第
二
納
税
係
へ
。

□
所
得
税

昭
和
五
十
六
年
分
の
確
定
申
告
に

よ
り
、雑
楓
控
除
か
受
け
ら
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
足
立
税
務
署
(
　
(
(
(

上
(
二
四
一
)
、
ま
た
は
西

新
井
税
務
署
(
　
(

四
〇
-
一
一
一

一
)
へ
。

□
固
定
資
産
税
・
個
人
事
業
税

い
ず
れ
も
、
昭
和
五
十
六
年
度
分

に
つ
い
て
、
税
の
減
免
が
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
足
立
都
税
事
務
所
(

(
(
二
圭

二

―一
)
へ
。

□
国
民
健
康
保
険
料

床
上
浸
水
に
な
り
世
帯
主
か
ら
減

免
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
、
十
月
以

降
に
納
付
す
る
保
険
料
の
納
付
額
の

一
ヵ
月
分
を
減
免
し
ま
す
。

な
お
、
申
請
書
の
交
付
お
よ
ひ
受

付
け
は
、
管
内
の
出
張
所
で
も
行
い

ま
す
。

ま
た
、
特
に
被
害
が
大
き
く
、
こ

の
た
め
に
生
清
か
著
し
く
困
難
(
生

清
保
護
棊
準
の
一
・
一
五
倍
)
に
な

っ
た
世
帯
に
つ
い
て
は
、
別
に
保
険

料
お
よ
ぴ
、
一
都
負
担
金
の
減
免
の

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
こ
の
場
合
、
必
要
書
類
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、困
民
健
康
保
険
課
、

ま
た
は
最
寄
り
の
出
張
所
へ
。

□
国
民
年
金
保
険
料

被
害
を
受
け
た
世
帯
の
所
得
・
楓

害
額
等
の
程
度
に
よ
り
、
そ
の
世
帯

の
国
民
年
金
強
制
加
入
者
の
保
険
料

を
申
請
に
基
づ
き
免
除
し
ま
す
。

な
お
、
免
除
さ
れ
た
期
間
の
年
金

額
は
、
三
分
の
一
で
計
算
さ
れ
ま
す

が
、
将
来
、
資
力
が
回
復
し
た
と
き

は
、
十
年
以
内
に
限
り
当
時
の
保
険

料
額
で
追
納
す
る
こ
と
が
で

き
ま

す
。
迫
納
し
た
場
合
は
、
納
付
し
た

場
合
と
同
様
に
年
金
額
が
計
算
さ
れ

ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
国
民
年
金
踝
、
ま

た
は
最
寄
り
の
出
張
所
へ
。

□
公
・
私
立
保
育
園
の
保
育
料
の
減

額
前
年
の
所
得
額
の
十
分
の
一
を
超

え
る
被
害
を
受
け
た
方
は
、
申
謂
に

よ
り
保
育
料
を
減
額
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
住
所
を
管
轄
す
る

各
福
祉
事
務
所
へ
。

各

種

貸

付

□
災
害
援
護
資
金

対
象
　
家
財
の
三
分
の
一
以
上
の
床

上
浸
水
の
被
害
を
受
け
た
世
察

で
、
次
の
要
件
を
備
え
て
い
る
方

▼
被
災
時
現
在
区
内
に
居
住
(
佯

民
登
録
済
)
し
て
い
る
こ
と
　
▼

被
災
は
住
居
で
あ
る
こ
と
　
▼
一

人
世
帯
の
所
得
合
計
が
二
百
二
十

万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
(
一
人
増

す
ご
と
に
三
十
万
円
増
)
▼
連
格

保
証
人
か
一
人
あ
る
こ
と

貸
付
限
度
額
　

―
世
帯
あ
た
り
六
十

万
円
以
内

貸
付
期
間
　
十
年
以
内
(
す
え
お
き

期
間
三
年
を
含
む
)

貸
付
利
率
　
年
三
%
(

す
え
お
き
期

間
は
無
利
子
)

償
還
方
法
　
半
年
賦
、
年
賦
均
等
償

還
申
込
方
法
　
所
定
の
用
紙
に
肥
入
の

う
え
、
必
要
書
顛
を
添
え
て
直
接

本
人
が
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
十
―月
三
十
日

申
込
・
問
合
せ
　先

援
護
係

□
被
災
者
応
急
資
金

対
象
　
家
財
の
三
分
の
一
以
上
の
床

上
浸
水
の
被
害
を
受
け
た
個
人
お

よ
び
法
人
で
、
次
の
要
件
を
備
え

て
い
る
方
　
▼
区
内
に
住
所
を
有

し
、
被
害
物
件
を
所
有
し
て
い
る

方
　
▼
連
帯
保
証
人
が
い
る
こ
と

貸
付
限
度
額
　
一
世
帯
に
つ
き
百
万

円
以
内

貸
付
期
間
　
五
年
間
(
す
え
匐
き
期

間
六
ヵ
月
)

貸
付
利
率
　
年
三
・
六
五
%
(

貸
付

日
か
ら
六
ヵ
月
間
は
無
利
子
)

償
還
方
法
　
半
年
賦
の
元
利
均
等
償

還

申
込
期
限
　
十
一
月
三
十
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
民
生
活
係

□
応
急
小
口
資
金

対
象
　
僅
居
や
家
財
に
被
害
を
受
け

た
世
帯
主

貸
付
限
度
額
　
一
世
帯
あ
た
り
二
十

万
円
ま
で
(
区
長
が
認
め
た
場
合
)

貸
付
利
率
　
無
利
子

償
還
方
法
　
毎
月
一
万
円
ず
つ
償
還

申
込
方
法
　
り
災
証
明
書
等
必
要
書

類
を
添
え
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
　
援
霞
係

□
災
害
復
興
住
宅
資
金

対
象
　
災
害
に
よ
り
住
宅
を
修
繕
、

改
良
す
る
必
要
が
生
じ
た
方

貸
付
額
　
▼
木
造
・・‘三
百
六
十
万
円
(

五
剖
以
上
の
被
害
は
七
百
三
十

万
円
)
　

▼
耐
火
構
造
・・・
四
百
二

十
万
円
(
五
割
以
上
の
被
害
は
(

百
四
十
万
円
)

貸
付
利
率
　
年
五
・
〇
五
%

償
還
期
間
　
十
年
以
内

申
込
期
間
　
被
害
の
あ
っ
た
と
き
か

ら
二
年
以
内

取
扱
機
関
　
住
宅
金
融
公
庫

申
込
・
問
合
せ
先
　
建
築
指
導
踝

小・
中
学
校
児
童

生
徒
に
対
す
る

学
用
品
の
給
与

床
上
浸
水
に
よ
る
水
禍

等
に
よ

り
、
学
用
品
が
使
用
不
能
に
な
り
、

就
学
上
支
障
の
あ
る
小
・
中
学
校
児

童
・
生
徒
に
対
し
、
各
学
校
を
通
じ

次
の
学
用
品
の
給
与
を
行
い
ま
す
。

▽
教
科
書

▽
教
科
書
以
外
の
教
材
(
教
育
委
員

会
に
届
出
ま
た
承
認
を
受
け
た
も

の
)

▽
文
房
具
お
よ
び
通
学
用
品

く
わ
し
く
は
、
学
務
第
一
・
第
二

課
お
よ
ぴ
揩
導
室
へ
。

毎日が防火デーです　ぼくの家

秋の火災予防運動
11月26 日 ～12 月2 日

十
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
の

冬
場
は
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

暖
房
器
具
を
使
う
こ
と
か
ら
、
一

年
の
う
ち
で
も
最
も
火
募
の
多
い

季
節
で
す
。

こ
の
火
災
多
発
季
節
を
前
に
、

区
民
一
人
ひ
と
り
が
防
火
・
防
災

に
心
が
け
、
火
災
や
地
震
な
ど
の

災
害
か
ら
、
尊
い
人
命
や
財
産
を

守
り
ま
し
I
つ
。

防
災
は
自
ら
の
手
で

家
庭
も
・
町
も

職
場

も

□
す
す
め
よ
う
　
火
災
か
ら
命
を

守
る
そ
な
え

火
災
に
よ
る
死
者
の
ほ
と
ん
ど

は
、住
宅
・
共
同
住
宅
な
ど
の
居
室

都
分
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ

の
経
過
を
み
る
と
飲
酒
後
の
寝
た

ぱ
こ
等
に
よ
り
出
火
し
、大
半
が

就
寝
中
で
火
災
に
気
付
く
の
か
遅

れ
た
り
、気
付
い
た
も
の
の
身
体

的
理
由
や
火
煙
の
た
め
逃
げ
遅
れ

て
い
る
の
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
火
災
を
早
く
発
見
す
る

た
め
に
、
簡
易
型
火
災
警
報
器
等

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
二
方
向

へ
の
避
難
口
を
確
保
す
る
な
ど
、

火
災
か
ら
侖
を
守
る
そ
な
え
を
し

て
お
き
ま
し
I
つ
。

ま
た
、身
体
の
不
自
由
な
人
や

寝
た
き
り
一
人
ぐ
ら
し
老
人
等
に

対
し
て
は
、隣
近
所
の
救
霞
体
制

を
確
立
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

□
み
ん
な
で
や
ろ
う
　
わ
が
家
の

防
災
診
断

東
京
で
は
、
こ
こ
数
年
の
傾
向

と
し
て
住
宅
お
よ
び
共
同
住
宅
で

の
火
災
が
極
め
て
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

火
災
の
原
因
も
、
放
火
、
た
ば

こ
、
火
遊
び
、
ガ
ス
こ
ん
ろ
、
ふ

ろ
が
ま
に
よ
る
も
の
か
過
半
数
を

占
め
、
放
火
を
除
く
と
わ
ず
か
な

注
意
を
怠
っ
た
た
め
に
火
災
に
な

っ
た
例
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
み
ん
な
で
わ

が
家
の
防
災
診
断
を
実
施
し
、
家

庭
の
中
か
ら
火
災
の
原
因
と
な
り

や
す
い
も
の
を
総
点
検
し
、
危
険

な
箇
所
は
防
火
的
に
改
害
す
る
な

ど
し
て
身
近
か
な
火
災
危
険
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
あ
わ
せ

て
放
火
さ
れ
な
い
た
め
の
環
境
を

つ
く
り
ま
し
I
つ
。

□
強
化
し
よ
う
　
職
場
の
防
火
管

理
職
場
で
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
消
防
計
画
に
基
づ
き
一
人
ひ

と
り
が
ふ
だ
ん
の
火
災
予
防
の
分

担
を
知
り
、
そ
の
麦
任
を
果
た
す

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
火
災

時
の
役
割
を
よ
く
知
り
、
い
ざ
と

い
う
時
に
適
切
な
行
動
を
と
れ
る

よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

す
。そ

の
た
め
に
は
、
消
防
計
画
を

見
直
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
に
あ

っ
た
も
の
に
整
え
る
と
と
も
に
、

実
際
的
な
自
衛
消
防
訓

練
を
行

い
、
だ
れ
も
が
い
つ
で
も
敏
速
な

行
動
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
素

か
ら
地
震
発
生
に
備
え
る
と
と
も

に
、
地
域
の
防
災
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
ま
し
I
つ
。

予
防
運
動
期
間
中
の

主

な

行

事

□
火
災
予
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
　
十
一
月
二
十
九
日
(
日
)

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
十
二

時
三
十
分

場
所
　
東
武
鉄
道
西
新
井
駅
東
口

広
場

内
容
　
音
楽
隊
パ
レ
ー
ド
、
大
声

コ
ン
ク
ー
ル
、
抽
選
会
、
百
十

九
円
セ
ー
ル
等

問
合
せ
先
　
足
立
消
防
署
　
　
(

五
二
-
○
一
一
九

□
防
火
の
つ
ど
い

日
時
　
十
二
月
一
日
(
火
)
午
後

一
時
三
十
分
～
四
時
三
十
分

場
所
　
区
産
業
振
興
館

内
容
　
防
災
講
演
会
、
表
彰
式
、

映
画
等

問
合
せ
先
　
千
住
消
防
署
　
　
(
(

一
〒

○
一
一
九

□
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
査
察

期
日
　
十
一
月
下
旬

場
所
　
西
新
井
消
防
署
管
内

内
容
　
走
行
中
の
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
に
つ
い
て
一
斉
査
察
を
実
施

し
ま
す

問
合
せ
先
　
西
新
井
消
防
署
　
　
(

五
三
-
〇
一
一
九

その他の災害復旧貸付
□
東

京

都
環

境
整

備

経
営

安

定
資

金

対

象
　

中

小

企
業

事

業

者

貸
付

額
　

▼

企
業
=
・

三

千

五
百
万

円
　

▼
=
・
組

合
=
・
七

千

万

円

貸

付
利

率
　

年
六

・
(
%

償

還

期
間
　

五
年

く
わ

し

く
は

、
労

働

経
済

局

金
融

部

金

融

課
(
　

二

匸

〒

五

一

一
一
)

へ

。

□

中

小

企
業

金

融
公

庫

貸
付

限

度
額
　

▼
直

貸
(
別
枠
)

、

企

業
・・
・
五

千
万

円

、
粗

合
二

億
五
千

万

円
　

▼

代
理

貸
(

別

枠
)

、
企

業
・・・
二

千
五

百
万

円

組

合
・
=
七

千
五

百
万

円

貸
付

利

率
　
(

・

三
%

償
還

期
間
　

十
年

以
内

く

わ
し

く
は

、
中
小

企

葉

金
黝

公
庫
千
住
支
店
(
　
(

七
〇
-
二

匸
―五
)
へ
。

□
国
民
金
融
公
庫

貸
付
限
度
額
　
▼
直
賃
(
別
枠
)

二

千
万
円
　
▼
代
理
貸
(
別

枠
)
・・・
五
百
万
円

貸
付
利
率
　
八
・
三
%

償
還
期
間
　
十
年
以
内

く
わ
し
く
は
、
国
民
金
融
公
庫

千
住
支
店
(
　
(
(

一
-
六
一
七

五
)
へ
。

区
役
所
経
済
課
に
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す

相 談

区
民
相
談
室

午
後
一
時
～
四
時

▽
法
律
相
談
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
毎
週
木
曜
日

(第
二
庁
舎
は
第
三
水
曜
日
の
み
)

▽
税
務
相
談
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
毎
週
金
曜
日

▽
行
政
相
談
…
…
…
…
…
…
…
…
毎
月
第
二
金
曜
日

▽
入
権
身
の
上
相
談
…
…
…
…
…
毎
月
第
三
金
曜
日

区
民
相
談
室
　
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時

(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

▽
一
般
相
談
…
…
……
土
・
日
・
祭
日
を
除
く
毎
日

▽
結
婚
相
談
…
…
…
…
木
・
日
・
祭
日
を
除
く
毎
日

▽
交
通
事
故
相
談
…
…
…
…
…
…
月
曜
日
～
金
曜
日

12月の安売りデー

青

果

物
…
…
…
…
…
…
…
…
…
十
二
月
十
六
日

<
緑
の
ノ
レ
ン
の
あ
る
お
店
>

水

産

物
…
…
…
…
…
…
…
…
…
十
二
月
十
八
日

<
青
の
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店
>

豚
肉
…
…
…
…
十
二
月
十
二
日
・
二
十
六
日

<
赤
の
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店
>

ご覧になりましたか

広 報 映 画

広
報
課
で
は
、
広
報
映
画
の
最
新
作
「
旧

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
」(
上
映
時
間
三
十

分
)
を
は
じ
め
、
マ
ン
ガ
映
画
・
記
録
映
画

等
約
七
十
本
の
映
画
を
、
区
民
の
皆
さ
ん
に

無
料
で
貸
出
し
て
い
ま
す
。

映
画
は
、
す
べ
て
カ
セ
ッ
卜
式
フ
ィ
ル
ム

(
映
写
機
付
)
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど

な
た
で
も
簡
単
に
操
作
で
き
ま
す
。

な
お
、
予
約
は
電
話
で
も
紬
構
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
広
報
課
へ
。

コンクール入賞者が決定しました

明 る い 選 挙 啓 発 ポ ス タ ー

区
内
の
各
小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
募

集
し
て
い
た
、
「
明
る
い
還
挙
啓
発
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、
応
募
作
品
百
六
十
余

点
の
中
か
ら
、
次
の
方
々
が
入
還
と
な
り
ま

し
た
。

小
学
校
の
部
　
佐
藤
祐
子
(
花
畑
西
小
三
年
)

関
根
義
明
(
五
反
野
小
四
年
)

望
月
洋
子
(

千
寿
旭
小
四
年
)
　
(

重
樫
佳
子
(
五

反
野
小
五
年
)
　

小
森
敦
史
(
同
)
　

松

山
琢
也
(
同
)
　

吉
形
麻
友
子
(
同
)
　

岡
崎
寛
子
(
同
六
年
)
　

角
田
智
澎
(同
)

神
谷
泰
広
(
同
)

中
学
校
の
部
　
作
山
寿
子
(
十
四
中
一
年
)

鈴
木
奈
奈
子
(
同
)
　

笠
山
淳
司
(
同
)

井
灣
一
央
(
江
甫
中
一
年
)
　
槫
林
由
美

子
(
同
三
年
)
　

菅
沼
正
恵
(
同
)
　

斉

藤
昌
治
(
同
)
　

輝
代
伸
彦
(
(
中
二
年
)

河
合
美
恵
(
同
)
　

榎
本
広
宜
(
江
北
中

三
年
)

※
な
お
、
こ
の
中
か
ら
江
南
中
の
斉
藤
昌
冶

君
と
榑
林
由
美
子
さ
ん
の
作
品
が
、東
京
都

の
審
査
会
で
佳
作
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

く
わ
し
く
は
、
還
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

へ

。
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お
正
月
を
温
泉
で

湯
河
原
区
民
保
養
所
「
あ
だ
ち
荘
」

で
は
、
今
年
度
よ
り
年
末
年
始
(
十

二
月
三
十
一
日
～
一
月
四
日
)
の
営

業
を
行
い
ま
す
。

申
込
方
法
　
年
末
年
始
と
一
月
分
の

申
し
込
み
を
一
緒
に
、
十
二
月
一

日
(
火
)
か
ら
受
付
け
ま
す
。
一

日
に
抽
選
を
行
い
そ
の
順
位
に
よ

り
受
付
け
ま
す
。
ま
た
、
一
日
は

午
前
九
時
ま
で
に
入
場
の
方
兔

抽
遇
対
象
と
し
ま
す
(
厳
守
)

抽
選
場
所
　
区
役
所
七
階
会
亀
室

抽
選
後
の
利
用
　
十
二
月
分
の
空
窒

と
一
緒
に
ご
二
日
前
ま
で
受
付
け

ま
す
。抽
選
日
翌
日
か
ら
は
、電

話
で
区
民
生
活
係
へ
申
込
み
の
う

ぇ
、二
日
以
内
に
利
用
料
金
を
出

張
所
に
支
払
う
こ
と
も
で
き
ま
す

十
二
月
の
休
館
日
　
八
日
・
九
日
・

二
十
日
～
二
十
三
日
・
二
十
(
日
～

二
十
日

一
月
の
休
館
日
　
十
二
日
・
十
三
日
・

二
十
六
日
・
二
十
七
日

申
込
資
格
　
区
内
に
在
住
ま
た
は
在

勤
の
方
(
た
だ
し
、
一
人
利
用

の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
)

利
用
日
数
　
二
泊
ま
で

利
用
料
金
(
一
泊
二
食
付
)
　
▼

年
末
年
始
利
用
・
:大
人
(
中
学

生
以
上
)
四
千
円
、
子
供
(
四

歳
以
上
)
二
千
円
　
▼
そ
の
他

の
利
用
・・・
大
人
三
千
円
、
子
供

千
五
百
円
(
な
お
、
申
込
み
と

同
時
に
、
利
用
料
金
を
全
額
支

払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
民
生
酒
係

湯河原区民保養所

あだち荘
■
交
通

東

海
道
本

線

東
京
駅
↓
(
2
時
間
)
↓
湯
河
原
駅

湯
河
原
駅
か
ら
パ
ス
(
2番
の
り
ば
)

奥
湯
河
原
・
不
動
の
滝
行
で

温
泉
場
中
央
(
約
1
0
分
)
下
車
す
ぐ
前
で
す

ひろば
□
女
性
将
棋
教
室

日
時
　
毎
週
火
曜
日
　
昼
の
部
=
・
午

後
二
時
～
四
時
、
夜
の
部
・
=午
後

六
時
～
(
時

場
所
　
正
和
将
棋
ク
ラ
ブ
(
千
佳
柳

町
三
(
-

六
)

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
初
心
者

の
女
性

費
用
　
月
額
千
円

申
込
・
問
合
せ
先
　
日
本
将
棋
連
盟

足
立
支
部
　
　
(
(

二
-
四
〇
(

三

□

講

演

会

日

時
　

十

一
月

二
十

七

日
(

金
)

乍

後

六

時
三

十
分

～
(

時
三

十
分

場

所
　

竹

の

塚

社
会

教

育
館

三

階
会

議

室

テ

ー
マ
　

ふ

る

さ
と

の

祭
り

講

師
　

守

屋

健

輔
氏

費

用
　

無

料

主

催
　

区

民

大
会

友

の

会

問

合
せ

先
　

渡

辺
　
　
(
(

四
一

五

一
六

六

□

籐

工
芸

・
手

芸
教

定
(

木

目

込

人

形
)

日

時
　

▼

籐

工

芸
二

二

月

二

十

七

日
(

金
)

午

前
十

時

～
正

午

▼

手

芸
・
・・
十

一
月

二

十
五

日
(
水
)

午

後

一

時
～

四
時

場

所
　

竹

の

塚

社
会

教

育
館

三

噌

対

象
　

区

内

在

住
・

在

勤
の

婦

人

定
員
　

三

十

名
(

先

着

順
)

費
用
　

▼
籘

工

芸
・
=
五

百
円

～
千

五

百
円
　

▼
手

芸
・
=
五
百

円

か

ら

申
込
・
問
合
せ
先
　
藤
野
　
　
(
九

九
上
一
七
〇
(

□
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
員
募
集

練
習
日
　
毎
週
火
曜
日
お
よ
ぴ
隔
週

金
曜
日
、
い
ず
れ
も
午
前
中

練
習
場
所
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
、
中
央
本
町
セ
ン
タ
ー
他

対
象
　
経
験
飃

初
心
者
、
男
女
間

わ
ず

費
用
　
月
額
千
五
百
円
(
会
場
使
用

料
等
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
人
見
　
　
(
(

五
-
○
五
五
〇
(
午
後
八
時
以
陣
)

□
建
築
無
料
街
頭
相
談

日
時
　
十
一
月
二
十
一
日
(
土
)
午
前

十
時
～
午
後
四
時
(
小
雨
決
行
、雨

天
の
場
合
は
二
十
八
日
に
延
期
)

場
所
　
北
千
住
駅
西
口

※
な
お
、宮
城
沖
地
震
の
災
害
写
真
、

ブ
ロ
ッ
ク
辯
等
倒
壊
写
真
等
約
五
十

枚
气
パ
ネ
ル
に
し
て
展
示
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
足
立
建
設
関
連
業
協
曦

会
(
堀
口
　
　

八
(
七
上
三

三

一
)

投
稿
規
定
　
▼
サ
ー
ク
ル
情
報
、
行
事
、催
し
も
の
、

講
習
会
等
の
案
内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
　
▼
(
ガ
キ
ま

た
は
封
書
で
百
四
十
字
以
内
　
▼
住
所
、
氏
名
、
団
体

名
、
電
話
番
号
、
費
用
(
金
額
・
使
途
)
を
明
記
　
▼
営

利
、
宗
教
、
政
治
目
的
の
も
の
は
掲
載
不
可
　
▼
掲

載
、
不
掲
載
の
連
絡
は
し
ま
せ
ん
　
▼
締
切
り
は
発
行

日
の
1
ヵ
月
前
　
▼
掲
載
後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん

投
稿
・
問
合
せ
先
　
広
報
課
(
〒
徊
千
住
一
一
四
1

一
八
J

よ
り
良
い
暮
ら
し
の
た
め
に

福
祉
事
業
あ
ん
な
い

愛
の
手
帳
を

交
付
し
て
い
ま
す

愛
の
手
帳
は
、
精
神
蹄
弱
者
(
児
)

に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
手
帳
を
お

持
ら
に
な
る
と
交
通
機
関
の
料
金
割

引
や
、
各
種
の
税
の
減
免
な
ど
か
受

け
ら
れ
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
先
　
各
福
祉
事
務
所

ま
た
は
台
東
児
童
相
談
所
(
十
(

蔵
末
膺
の
方
)
　
(

四
二
―
三
五

四
一
、
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
(
十
(
歳
以
上
の
方
)
　

二
〇

三
-
六
一
四
一

重
度
心
身
障
害
者

巡

回
入

浴

家
庭
で
の
入
浴
が
困
難
な
重
度
心

身
障
害
者
の
方
に
、
巡
回
入
浴
車
を

派
遣
し
ま
す
。

対
象
者
　
次
の
い
す
れ
に
も
該
当
す

る
方
　
▼
十
五
歳
以
上
六
十
四
歳

以
下
で
入
浴
可
能
な
常
時
ね
た
き

り
の
方
　
▼
身
体
障
害
者
手
帳
で

二
級
以
上
の
肢
体
障
害
の
方
(
た

だ
し
、
福
祉
事
務
所
か
ら
浴
槽
、

湯
沸
器
の
給
付
等
を
受
け
た
方
、

病
院
や
施
設
に
入
院
、
人
所
し
て

い
る
方
な
ど
は
除
く
)

問
合
せ
先
　
障
害
福
祉
係

在
宅
重
度
身
障
者
の
方

福
祉
手
当
を
支
給

日
常
生
活
に
お
い
て
、
常
時
介
護

を
必
要
と
す
る
在
宅
の
重
度
心
身
障

害
者
の
方
に
、
福
祉
手
当
(
国
制
度
)

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
該
当
者
の
方
で

ま
だ
申
請
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

該
当
す
る
方
　
障
害
の
程
度
が
、
左

表
上
に
定
め
る
程
度
の
方
(
た
だ

し
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
、

廃
疾
を
理
由
と
す
る
年
金
を
受
け

て
い
る
方
、
日
本
国
民
で
な
い
方

を
除
き
ま
す
)

支
給
月
額
　
一
万
円

※
な
お
、
前
年
中
の
所
得
が
左
表
下

を
超
え
る
方
に
つ
い
て
は
、
手
当
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
昭
和
五
十
六

年
度
は
本
人
の
制
限
碩
が
、
大
幅
に

改
訂
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
産
意
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先
　
障
害
福
祉
係

福祉手当の対象となる障害の程度

1. 両眼の視力の和が0. 02以下の方

2. 両耳の聴力か補聴器を用いても音声を識別することができない程度の方

3. 両上肢( し) の機能に著しい障害を有する方

4. 両上肢( し) のすべての指を欠く方

5. 両下肢( し) の用を全く廃した方

6. 両大腿( たい) を2分の1以上失った方

7. 体幹の機能に座っていることかできない代度の障害を有する方

8. 前各号に掲げるもののほか、身体の機能の障害または長期にわたる安静を

必要とする病状が前各号と同程度以上と認められる状態であって、日常

生活の用を弁ずることを不能ならしめる程度の方

9. 精神の障害であって、前各号と同搾度以上と認められる程度の方

10. 身体の機能の障害若しくは病状または精神の障害か重複する場合であって、

その状態が前各号と同程度以上と認められる程度の方

ね
た
き
り
老
人

介
護
教
室

ご
家
庭
で
ね
た
き
り
の
方
を
介
護

し
て
い
る
方
、
老
人
介
護
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
志
す
方
、
ま
た
は
関
心
の

あ
る
方
は
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時
　
十
一
月
二
十
七
日
(
金
)
午

後
一
時
～
四
時
二
十
分

場
所
　
東
部
セ
ン
タ
上
二
階
会
議
室

内
容
　
映
画
、介
護
の
実
演
、懇
談
会

定
員
　
百
名
(
先
着
順
)

参
加
費
　
無
料

主
催
　
社
会
福
祉
法
人
「
聖
風
会
」

後
援
　
足
立
区
、
区
社
会
福
祉
協
議

会
問
合
せ
先
　
老
人
福
祉
係
、
ま
た
は

聖
風
会
(
花
畑
四
上
二
九
-
一
〇

(
(
三
-
七
九
四
六
)

国
民
年
金
保
険
料
は

所
得
控
除
の
対
象
に

今
年
納
め
た
保
険
料
は
、
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
綿
か

ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

が
任
意
加
入
で
納
め
た
保
険
料
は
、

ご
主
人
の
年
末
調
整
に
提
出
す
る

「
保
険
料
控
除
申
告
書
」
に
忘
れ
ず

に
配
入
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
国
民
年
金
課
へ
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

国
民
年
金
相
談

区
で
は
、
国
民
年
金
に
関
す
る
疑

問
や
制
度
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
知

り
た
い
方
の
た
め
に
、
年
金
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

な
覡

当
日
は
東
京
都
国
民
年
金

部
の
専
門
官
が
相
談
に
あ
た
り
ま

す
。

日
時
　
十
二
月
二
日
(
水
)
午
前
十

時
～
午
後
三
時
三
十
分

場
所
　
区
役
所
二
階
ホ
ー
ル

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
課

ぜ ひ ご 出 席 く だ さ い

年 末 調 整 説 明 会

区
と
足
立
・
西
新
井
税
務
署
で
は
、
昭
和

五
十
六
年
分
給
与
所
得
の
年
末
闘
整
、
住
民

税
給
与
支
払
報
告
書
等
の
提
出
に
つ
い
て
、

脱
明
会
を
行
い
ま
す
。

区
内
事
業
所
、
会
社
等
の
給
与
取
扱
関
係

の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
　
▼
十
一
月
二
十
六
日
(
木
)

午
後
二
時
…
花
畑
セ
ン
タ
ー
、
梅
島
住
区

セ
ン
タ
ー
　
▼
十
一
月
二
十
七
日
(
金
)

午
後
二
時
・・・
足
立
農
協
本
店
、
西
部
セ
ン

タ
ー
　
▼
十
二
月
二
日
(
水
)
午
加
十
時

・・・東
部
セ
ン
タ
ー
　
▼
十
二
月
二
日
(
水
)

午
後
二
時
・・
、東
部
セ
ン
タ
ー
、
西
新
井
税

務
署
　
▼
十
二
月
三
日
(
木
)
午
後
二
時

・
=足
立
区
産
業
振
舞
館

問
合
せ
先
　
区
役
所
特
別
徴
収
係
、
ま
た
は

足
立
税
務
署
(
　

八
(
八
上
(
二
四
こ

、

西
斬
井
税
務
暑
(
　
{
四
〇
-
一
一
}
一
)

あ な たの ビル は大 丈夫で す か

ビ ル 外 壁 の 点 検

最
近
、
ビ
ル
外
壁
の
タ
イ
ル
等
が
は
が
れ

て
落
ち
、
下
を
通
行
し
て
い
る
人
に
ヶ
ガ
を

さ
せ
る
事
故
が
相
次
い
で
お
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
殲
物
の
老
朽
化
お
よ
ぴ
不
良
な

工
事
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
台
風
時
や
地

震
時
に
お
い
て
も
安
全
で
あ
る
よ
う
、
日
ご

ろ
か
ら
注
意
す
る
と
と
も
に
、
定
期
的
に
検

査
を
し
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。検

査
の
目
安
と
し
て
、次
の
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

▽
モ
ル
タ
ル
、
タ
イ
ル
の
一
都
が
は
が
れ
て

落
ち
た

▽
外
塋
に
ひ
ひ
わ
れ
が
あ
る

▽
外
壁
が
ふ
く
ら
ん
で
き
た

▽
広
告
塔
、袖
看
板
、高
架
水
槽
を
支
え
て

い
る
金
具
が
さ
び
て
い
る

こ
れ
ら
の
項
目
の
中
で
、も
し
ど
れ
か
一

つ
に
あ
て
は
ま
っ
た
ら
、
一
度
専
門
家
に
調

べ
て
も
ら
い
ま
し
I
つ
。

く
わ
し
く
は
、
建
築
指
導
課
構
造
係
へ
。

ご利用くだ さい

生活用品交換情報コーナー

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
、
眠
っ
て
い

る
生
活
用
品
を
、
不
用
の
方
か
ら
必
要
な
方

へ
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
「
生
活
用
品
文

換
情
報
コ
ー
ナ
ー
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

登
録
期
間
　
九
十
日
間

交
換
方
法
　
価
格
、運
嫩
万
法
等
に
つ
い
て

は
、
双
方
で
直
接
話
し
合
っ
て
決
め
て
く

だ
さ
い

結
果
報
告
　
交
渉
が
成
立
し
た
場
合
は
、
必

す
消
費
者
セ
ン
タ
ー
ま
で
報
告
し
て
く
だ

さ
い

登
録
・
問
合
せ
先
　
消
費
者
セ
ン
タ
ー
　
　
(

七
〇
1
一
三
九
こ
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催
し
物・
募
集
あ
ん
な
い

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

区
民

ロ
ー
ド
レ
ー
ス大

会

日
時
　
十
二
月
上
言
(

日
)
午
前

八
時
(
小
雨
・
雪
決
行
、た
だ
し

、

雨
天
の
場
合
は
二
十
日
に
延
期
)

場
所
　
荒
川
河
川
敷
右
岸
(
千
住
新

橋
～
扇
大
橋
閧
)

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

種
目
・
距
離
　
▼
中
学
男
子

の
部
(

三
キ
ロ
)
　
▼
中
学
女
子
の
郎
(

二
キ
ロ
)
　
▼
高
校
・
一
般
男

子
の
部
(
五
キ
ロ
)
　
▼
高
校
・

一
般
女
子
の
部
(
二
キ
ロ
)

▼
壮
年
の
部
(
年
齢
別
に
二
キ
ロ

上
二
キ
ロ
)
　
▼
女
子
二
十
歳
以

上
の
部
(
二
キ
ロ
)

申
込
期
限
　
十
一
月
二
十
日

申
込
方
法
　
種
目
別
、氏
名
、年
齢
、

住
所
、電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

往
復
(
ガ
キ
、
ま
た
は
直
接
窓
口

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
な
お
、
二
十
五
歳
以
上
の
出
場
者

の
方
は
、
一
週
間
以
内
の
健
康
診
断

書
を
必
ず
当
日
受
付
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
体
育
課
(
〒
Ⅲ

千
住
一
-
四
一
一
八
)

ジ
ャ
ギ
ー

(
ジ
ャ
ズ
体
操
)

講
習
会

"
だ
れ
で
も
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
"
で
き
る
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
、
ジ

ャ
ギ
ー
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
十
二
月
十
四
日
・
十
五
日
・

十
六
日
　
午
後
六
時
二
十
分
～
八

時
二
十
分

場
所
　
区
役
所
七
階
大
会
議
室

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
で
満
十
八

歳
以
上
の
方

定
員
　
(

十
名
(
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
)

講
師
　
佐
藤
正
子
氏
(
東
京
藁
科
大

学
講
師
)

申
込
方
法
　
直
接
、ま
た
は
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、電

話
番
号
、
お
よ
び
ジ
ャ
ギ
ー
講
習

会
希
望
と
明
記
の
う
え
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

※
参
加
者
は
必
ず
、
体
操
(
運
動
)

に
適
し
た
服
装
(
ジ
ー
パ
ン
禁
止
)

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
十
二
月
(
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
体
育
課
(
〒
1
2
0

千
住
一
-
四
-
一
(
)

婦
人
水
泳

初
心
者
教
室

日
時
　
昭
和
五
十
七
年
一
月
二
十
二

日
・
二
十
三
日
・
二
十
六
日
・
二

十
(
日
・
二
十
九
日
　
午
前
九
時

三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

場
所
　
竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル

対
象
　
区
内
在
住
で
、
五
日
閧
受
講

で
き
る
十
六
歳
以
上
の
女
性
の
方

内
容
　
初
心
者
を
対
象
に
正
し
い
泳

法
の
指
導
を
行
い
ま
す

定
員
　
百
名
(
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
)

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

の
う
え
申
し
込
み
く
だ
さ
い
(
消

印
の
な
い
も
の
は
無
効
)

申
込
期
間
　
士
一
月
五
日
～
十
日
(

当
日
消
印
有
効
)

注
意
事
項
　
▼
健
康
診
断
書

二

力

月
以
内
)
を
初
日
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
　
▼
参
加
期
間
中
は
必
ず

健
康
保
険
証
を
持
参
く
だ
さ
い
　

▼
参
加
者
は
指
導
員
の
指
示
に
従

っ
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
　
竹
の
塚
温
水
プ

ー
ル
(
〒
1
2
1西保
木
間
四
-
一
〇
i

一
　
　
(

五
〇
-
一
二
二
三
)

特
別
講
演
会

日
時
　
十
二
月
六
日
(
日
)
午
後
一

時
～
二
時

場
所
　
青
年
館
(
大
師
駅
前
)

演
題
　
私
の
青
春
時
代

講
師
　
早
船
ち
よ
氏
(
キ
ュ
ー
ポ
ラ

の
あ
る
街
で
お
な
じ
み
の
作
家
)

対
象
　
青
年
男
女
、
そ
の
他
希
望
す

る
方

定
員
　
先
肴
百
名

申
込
方
法
　
電
話
、
ま
た
は
直
接
窓

口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
手
話
通
訳
つ
き
で
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
青
年
館
　
　
(

九
〇
I
O
O

六
一

東
部
セ
ン
タ
ー

□
手
芸
教
室

日
睛
　
十
二
月
九
日
、
一
月
二
十
七

日
　
午
後
一
時
～
四
時

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
婦
人

内
容
　
初
歩
の
つ
ま
み
画

定
員
　
三
十
名
(
先
着
順
)

費
用
　
基
礎
つ
ま
み
・・・千
六
百
円
　

短
冊
・・・二
千
三
百
円

手芸教 室

□
文
学
教
室

日
時
　
十
二
月
十
五
日
(
火
)
午
前

十
時
～
正
午
(
毎
月
一
回
実
施
)

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
婦
人

内
容

源
氏
物
語

『
澪
標
』

定
員
　
二
十
名
(
先
着
順
)

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
い
ず
れ
も
、直
接
、ま
た

は
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
　
い
ず
れ
も
、
東

部
セ
ン
タ
ー
　
　

六
〇
五
-
七
一

〇
一若

人
の
祭
典

若
人
の
祭
典
の
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
出
合
い
、
ふ
れ
あ
い
、
話

し
合
い
を
テ
ー
マ
に
青
年
た
ち
が
作

り
上
げ
た
象
典
で
す
。
お
気
軽
に
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十
二
月
五
日
(
土
)
午
後
一
(

時
～
九
時
、
十
二
月
六
日
(
日
)

午
前
九
時
～
午
後
九
時

場
所
　
青
年
館

内
容
　
隋
擬
店
、
サ
ー
ク
ル
発
表
、

ダ
ン
ス
、
人
形
劇
等

主
催
　
若
人
の
祭
典
実
行
委
員
会
、

足
立
サ
ー
ク
ル
連
合

問
合
せ
先
　
青
少
年
係
、
ま
た
は
青

年
館
(
　
(

九
〇
1
0
0

六
一
)

青
年
サ
ー
ク
ル
に

講
師
を
派
遣

区
で
は
、
青
年
サ
ー
ク
ル
(
グ
ル

ー
プ
)
等
の
充
実
を
は
か
る
た
め
に

青
年
サ
ー
ク
ル
が
行
う
自
主
的
学
習

会
・
講
習
会
に
講
師
を
派

遣
し

ま

す
。

対
象
　
区
内
の
青
年
サ
ー
ク
ル
お
よ

ぴ
グ
ル
ー
プ

助
成
内
容
　
一
団
体
に
つ
き
講
師
一

名
(
九
千
円
以
内
)

申
込
方
法
　
申
込
書
(
青
少
年
係
、

青
年
館
に
あ
り
ま
す
)
に
記
入
の

う
え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

問
合
せ
先
　
青
少
年
係

映
画
の
夕
ベ

日
時
　
十
一
月
二
十
八
日
(
土
)
　

午
後一
(時
～
八
時
二
十
分

場
所
　
教
育
セ
ン
タ
ー

題
名
　
姿
二
四
郎

定
員
　
先
肴
百
五
十
六
名

費
用
　
無
料

問
合
せ
先
　
教
育
セ
ン
タ
ー
　
　
(

五
〇
-
(
(
〇
一

いい汗流して

体力づくり
スポーツ センタ ー事業 案内

□
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
(
中
級
者
)
講
習
会

日
時
　
十
二
月
十
こ
日
(
土
)
午
前

十
時
～
正
午

対
象
　
区
内
在
住
の
家
庭
婦
人

内
容
　
基
礎
の
反
復
と
応
用
練
習

定
員
　
百
五
十
名

費
用
　
二
百
円
(
施
設
使
用
料
)

指
導
員
　
和
円
慳
子
氏
(
旧
姓
暘
原
、

元
オ
リ
ン
ビ

。ク
濡
手
)

□
親
子
体
力
づ
く
リ
教
室
(
三
・
四

歳
)

日
時
　
十
二
月
十
じ
日
(
木
)
①
午

前
九
時
一ニ
十
分
～
十
時
三
十
分
　

②
午
前
十
・
時
～
正
午

③
午
後

二
時
～
二
時

対
象
　
二
・
四
嵎
の
親
子

内
容
　
親
子
で
楽
し
む
健
康
・
体
力

づ
く
り

定
員
　
各
二
十
五
組
(
五
十
名
)

費
用
　
三
百
円
(
施
設
使
用
料
)

□
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
・
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ー
ス

日
時
　
十
二
月
二
十
四
日
(
木
)
午

前
の
郎
…
十
時
～
十
一
時
二
十
分

午
後
の
部
・・三

時
乂
二
時
二
十
分

対
象
　
午
前
の
部
=
・区
内
在
住
の
家

庭
婦
人
　
午
後
の
酩
・
:小
学
生
と

親
内
容
　
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
楽

し
い
体
操
、
ゲ
ー
ム
等

定
員
　
午
前
の
部
・
宍

十
名
　
午
後

の
部
・・・二
十
結
(
六
十
名
)

費
用
　
午
前
の
鮖
=
三

百
円
　
午
後

の
部
・・・二
百
円

申
込
方
法
　
い
ず
れ
も
、
十
一
月
二

十
日
(
金
)

、
午
前
九
時
よ
り
直

接
、
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
(
定
員
に
な
り
次
第
締

切
り
ま
す
)

※
各
事
業
と
も
必
ず
当
セ
ン
タ
ー
の

健
康
チ
エ
ッ
ク
を
、受
け
て
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
　
　
(

五
九
-
(

二
―

一
□
健
康
・
体
力
づ
く
り
相
談

だ
る
い
、
疲
れ
や
す
い
、
食
欲
が

な
い
な
ど
運
動
不
足
症
の
人
へ
の
解

消
指
導
。
体
力
を
つ
け
た
い
、
や
せ

た
い
、
何
か
運
動
を
し
た
い
な
ど
体

質
改
善
を
希
望
す
る
人
へ
の
運
動
処

方
籌
、
健
康
・
体
力
づ
く
り
に
関
す

る
こ
と
な
ら
ど
ん
な
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

開
設
日
時
　
毎
週
日
曜
日
、
午
前

十
時
～
午
後
二
時

申
込
方
法
　
直
接
、
ま
た
は
電
話

で
予
約
し
て
く
だ
さ
い

費
用
　
無
料

□
健
康
チ
ェ
ッ
ク

開
設
日
時
　
▽
毎
週
水
曜
日
…
午

前
九
時
三
十
分
～
午
後
七
時
　

▽
毎
週
日
曜
日
…
午
前
九
時
三

十
分
～
午
後
三
時

測
定
項
目
　
脈
搏
、
血
圧
、
尿
、

肺
活
量
等

費
用
　
無
料

く
わ
し
く
は
、
い
ず
れ
も
、
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
(
　
(

五

九
-
(

ニ
ー
こ

へ
。

派
遣
し
ま
す

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

リ
ー
ダ
ー

区
で
は
、区
内
少
年
団
体
の

活
発
化
を
図
る
た
め
、各
団
体

の
行
事
に
対
し
て
レ
ク
リ
エ
ー

ジ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー
を
派
遣
し
ま

す
。こ
れ
か
ら
、冬
の
行
事
(
ク

リ
ス
マ
ス
会
、お
た
の
し
み
会

等
)
に
向
け
て
ご
活
用
を
!

申
込
方
法
 
青
少
年
係
に
あ
る

申
隋
書
に
記
入
し
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
行
事
実
施
日
の
二

週
間
前
ま
で
で
す

問
合
せ
先
　
青
少
年
係

足
立
区
職
員
募
集

募
集
職
種
　
看
護
婦

募
集
人
員
　
四
名

採
用
予
定
日
　
昭
和
五
十
七
年
四

月
一
日
以
降

勤
務
先
　
区
内
保
育
園
お
よ
ぴ
、

上
総
墺
健
康
学
園

応
募
資
格
　
昭
和
二
十
二
年
四
月

二
日
以
降
生
ま
れ
の
女
子
の
方

で
、
看
護
婦
資
格
を
現
に
有
す

る
方

試
験
日
　
一
月
予
定

申
込
方
法
　
履
歴
書
(
一
通
)
を

持
参
、
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い

申
込
期
限
　
十
二
月
十
九
日
(
当

日
消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
人
事
係
(
〒
1
2
0

千
住
一
一
四
-
一
(
)

掲
示

板

青
色
申
告
決
算
書

作
成
説
明
会

□
足
立
税
務
署
管
内
　
▼
十
二
月
(

日
=・
足
立
興
業
協
同
組
合
花

畑
支
店
(
南
花
畑
=
〒

九
一
一

四
)
　
▼
十
二
月
九
日
…
第
一

勧
業
銀
行
千
住
支
店
(
千
住
二
1

五
(
)
　

▼
十
二
月
十
日
・
=

東
海
銀
行
竹
の
塚
支
店
(
竹
の

塚
一
-
四
一
上
)
　

▼
十
二

月
十
一
日
・・・
足
立
税
務
署
(
千

住
旭
町
四
1
二
こ

※
い
ず
れ
も
、
時
間
は
午
後
一
時

二
十
分
~
二
時
二
十
分
で
す
。

□
西
新
井
税
務
署
管
内
　
▼
十
二

月
七
日
・
(
日
・
十
日
・・・
西
新

井
税
務
署
二
階
会
破
室
(
栗
原

―二
ー
一
〇
1
一
六
)

※
い
ず
れ
も
、
時
間
は
午
後
二
時

～
四
時
で
す
。
な
お
、
白
色
申
告

者
・
新
規
開
業
者
に
控
除
等
で
有

利
な
青
色
申
告
を
お
す
す
め
し
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
足
立
税
務
署
(
　
(

八
(
-

六
二
四
一
)
、
西
新
井

税
務
署
(
　
(

四
〇
上

一
一

一
)

仕
事
を
求
め
て
ま
す

高
齢
者
事
業
団

高
齢
者
事
業
団
で
は
、
次
の
よ

う
な
仕
事
を
求
め
て
い
ま
す
。

◎
あ
て
名
書
、
毛
筆
、
筆
耕

◎
室
内
で
す
る
手
先
の
仕
事

◎
屋
外
の
軽
易
な
作
業

◎
留
守
番
や
子
守
、
家
事
補
助

◎
ふ
す
ま
張
替
、
靴
修
理

事
業
主
、
ご
家
庭
の
皆
さ
ん
、

高
齢
者
向
き
の
仕
事
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
事
葉
団
に
ご
連
絡
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
高
齢
者
事
業
団
事
務

局
　
　
(

七
〇
-
六
二
二
二

技
能
請
習
会

□
建
築
構
造
・
力
学

期
間
　
昭
和
五
十
七
年
一
月
十
一

日
~
二
月
十
九
日
(
延
二
十
日

間
)
週
二
回

時
間
　
午
後
六
時
～
九
時
十
分

定
員
　
二
十
名
(
先
着
順
)

受
講
料
　
六
千
五
百
円

□
建
築
防
水
施
工

期
間
　
昭
和
五
十
七
年
一
月
十
八

日
~
一
十
一
日
・
二
十
五
日
～

二
十
七
日
(
延
七
日
間
)

時
間
　
午
後
六
時
～
八
時
三
十
分

定
員
　
二
十
六
名
(
先
着
順
)

受
講
料
　
千
円

申
込
期
間
　
い
ず
れ
も
、
十
二
月

一
日
～
十
五
日

申
込
方
法
　
直
接
窓
口
へ
(
電
話

・
郵
送
は
受
付
け
ま
せ
ん
)

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
　
都
立

赤
羽
高
等
職
業
馴
練
校
　
　

九

〇
九
-
八
三
二
四

□
ア
ー
ク
溶
接

期
間
　
昭
和
五
十
七
年
一
月
十
一

日
～
二
十
一
日

時
間
　
午
後
六
時
～
九
時

定
員
　
四
十
五
名
(
先
着
順
)

受
講
料
　
千
円

申
込
期
間
　
十
二
月
十
四
B
～
十

九
日

申
込
方
法
　
受
講
料
を
添
え
て
直

接
窓
口
へ

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
　
都
立

亀
戸
高
等
職
業
訓
練
校
　
　

六

八
二
―
○
三
四
一

最
低
賃
金
を

守
り
ま
し
ょ
う

労
働
省
主
唱
に
よ
り
、
最
低
賃

金
額
の
周
知
廠
底
と
遵
法
意
醐
の

高
揚
を
I
一
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
十
一
月
二
十
一
日
～

二
十
日
ま
で
、
「
最
低
賀
金
周
知

旬
間
」
を
実
施
し
ま
す
。
労
使
共

に
適
用
最
低
賃
金
額
を
確
認
し
、

金
額
の
不
知
を
理
由
と
す
る
違
反

等
を
な
く
し
ま
し
I
つ
。

問
合
せ
先
　
足
立
労
働
基
準
監
贅

署
　
　
(
(
二
土

一
八
七

図
書
郵
送
貸
出
し
ま
す

身
体
に
障
害
を
も
つ

勤
労
青
少
年
へ

利
用
で
き
る
方
　
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
て
、
来

館
が
困
難
な
勤
労
青
少
年

申
込
方
法
　
電
話
、
ま
た
は
(
ガ

キ
等
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

利
用
で
き
る
図
書
　
一
般
図
書
(

雑
誌
、
辞
書
類
等
を
除
く
)

貸
出
冊
数
　
一
回
に
二
冊
以
内

(
た
だ
し
、麗
量
は
二
㎏
以
内
)

貸
出
期
間
　
三
週
間
以
内
(
郵
送

期
間
を
含
む
)

郵
送
料
　
貸
し
出
す
際
の
送
科
は

図
書
館
、
返
す
時
の
送
料
は
利

用
者
が
負
担
し
ま
す

申
込
受
付
時
間
　
▽
平
日
=・
午
後

十
二
時
二
十
分
～
(
時

。▽
日

曜
・
祝
日
=・
午
後
十
二
時
二
十

分
~
(

時

休
館
日
　
▽
資
料
整
理
日
・・・
毎
月

末
日
二
二
月
十
七
日
～
三
十
一

日
　
▽
年
末
年
始
・・・
十
二
月
二

十
九
日
二

月
三
日

問
合
せ
先
　
全
国
勤
労
青
少
年
会

館
サ
ン
プ
ラ
ザ
図
書
館
　
　

二
(
(

上

一
五
一

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

厚
生
年
金
相
談

足
立
社
会
保
険
募
務
所
で
は
、

会
社
に
お
勤
め
の
方
々
を
対
象
に

厚
生
年
金
相
駁
を
実
施
し
ま
す
。

な
お
、当
日
は
、社
会
保
険
事

狢
所
の
ほ
か
、東
京
都
岡
民
年
命

部
の
専
門
官
が
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。

日
時
　
十
一
月
二
十
六
日
(
木
)

午
前
十
時
～
午
後
四
時

場
所
　
区
産
業
振
興
館

問
合
せ
先
　
足
立
社
会
保
険
募
務

所
　
　
(
(
一
-
二
=
二

出
張
少
年
相
談

お
子
さ
ま
の
こ
と
で
、
お
悩
み

の
方
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
　
毎
週
火
曜
日

午
前
九
時

～
午
後
四
時

場
所
　
区
社
会
教
育
館

※
で
き
れ
ば
、
一
度
浅
草
少
年
セ

ン
タ
ー
ま
で
、
電
話
を
し
て
か
ら

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
警
視
庁
浅
草
少
年
セ

ン
タ
ー
　
　
(

四
四
1
0
0

四

六水
道
料
金
が
十
一
月
一
日
か

ら
改
定
に
な
り
ま
し
た
。

く
わ
し
く
は
、
も
よ
り
の
都

水
道
局
営
業
所
へ
ど
う
ぞ
。

改
修
工
事
を
し
ま
す

足
立
都
税
事
務
所

足
立
都
税
事
務
所
で
は
、
庁
舎

の
外
壁
改
修
等
工
事
を
昭
和
五
十

六
年
十
一
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十

七
年
三
月
末
日
ま
で
行
っ
て
い
ま

す
。期
間
中
習
様
に
、た
い
へ
ん
ご

不
便
を
お
か
け
す
る
と
思
い
ま
す

が
、な
に
と
ぞ
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

工
事
中
は
、駐
車
場
が
便
え
ま

せ
ん
の
で
、車
に
よ
る
ご
来
所
は
、

ご
遠
慮
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。　
《
足
立
都
税
事
務
所
》
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